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目 的

ホテル厨芥を養魚用飼料として利用し, 生産された養

殖魚を厨芥排出者が買い入れる地域内循環システムを構

築することにより, 廃棄物のリサイクルと地域産業の活

性化に資する｡ 今年度は厨芥ミンチを配合したモイスト

ペレット(��)を用いたマダイの長期飼育を行い, 厨芥

がマダイの飼育成績および品質に及ぼす影響を評価する｡

材料および方法

１. 試験飼料

ホテル厨芥ミンチの配合割合の異なる３種類の ��

を試験飼料とした｡ (表１)｡ なお, 用いた厨芥ミンチは

ホテルの厨房で魚, エビおよびカニを調理した際の残渣

をミンチ化処理したものである｡ １区の飼料は対照飼料

とし, 厨芥を配合せず, 市販の合成アスタキサンチン製

剤をアスタキサンチン濃度�����になるように添加した｡

２～４区の飼料は冷凍カタクチイワシの一部を厨芥ミン

チに置き換えた飼料とし, 厨芥配合率は２区で��％,３

区と４区で��％とした｡ 飼料の一般成分に試験区間での

顕著な差はみられなかった｡ なお, 各区の��を��粒

ずつ用い, 海水中での沈降速度を測定して �	
��


������の方法により有意差 (α�����) を検定すると

ともに, 海水中での崩壊状況を観察した｡

２. 飼育試験

試験には体重約����のマダイ１歳魚を用いた｡ 平成

��年７月��日に海面筏に４面の網生簀 (３×３×３ｍ)

を設置し, １～３区は���尾の,４区は���尾のマダイを

それぞれ収容し, 試験を開始した｡ 給餌は��月までは５

回／週 (月～金曜日), １～３月は４回／週 (月, 火,

木および金曜日) とし, １日１回午前中に行った｡ 給餌

量は金曜日に飽食量とし, 翌週の月～木曜日はこの７割

量とした｡ 試験期間中の２ｍ層の水温は����～����℃

(平均����℃) であった｡

試験開始時,９月��日, ��月��日および３月��日に各

区の全魚体重を測定し, 飼育成績を算出した｡ また, 試

験開始前に母群から,９月��日, ��月��日および３月��

日に各試験区から６尾を無作為に採取し, 魚体精密測定,

血液検査および背鰭第１棘基部と側線の中間付近の体表

の色調測定を行い, 各測定項目について�	
��
������

の方法により有意差 (α�����) を検定した｡

結果および考察

試験飼料の沈降速度の測定結果を表２に示す｡ いずれ

の飼料も平均沈降速度は���～���������であり, 有意差

は認められなかった｡ 崩壊状況の観察では, いずれの飼

料も海水に浸漬後��分程度で表面がややささくれ立った

が, ��分後でも全く崩壊せず, 取り上げて指で押さえて

も容易に崩壊しなかった｡ 以上の結果から, 厨芥を��

に��％まで配合しても, 沈降性および崩壊性に影響を及

ぼさないと判断された｡

飼育試験では, いずれの試験区の魚も摂餌は良好であっ

た｡ ただし, ９～��月を中心に全ての区でイリドウイル

ス病とエドワジエラ症の発生が認められたため, ７月下

旬, ９月上旬および��月下旬に試験飼料の給餌を中断し,
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表１ 試験飼料の組成および一般成分 (％)
(４ロットの平均値)
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表２ 試験飼料の沈降性






